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末崎の風土散策 （４６）

～六地蔵さまについて～ その３

３．船河原の六地蔵さまは、
平成２０年１月に完成した県
道３８号線の、やや中央のカ
ーブする右側の路傍にあり、
東向きに多数ある古碑の前列
に６体祀られている。建立は
文政７年８月吉日（１８２４）
と六地蔵の１体に彫まれてい
る。その頃は高田方面から大
船渡方面への往来は、通岡峠
を利用していたようで、この
旧道は現在で新県道３８号線
の真下に箱根山林道として残
されている。当時六地蔵さま
は、村上良勝さんと村上長喜さん宅の間の旧道地の高台にあったが、
この度の新道関連工事のため、現在地に移転されている、地蔵さま
は高さ４６センチの船形石に浮き彫りされ、６体にはそれぞれ次の
ように分刻し残されている。
１．なお、ちよ、２．芳之助、三太夫、３．文政七乙亥八月吉日、
４．養吉、５．留之助、せん、６．念佛講中、民之助、＊文政七乙
亥八月吉日の干支乙亥は、文化１２年に該当し、文政七年は干支の
甲申に当たるので、この間９年の相違があるが、その起因は不明で
ある。昨秋までは日焼けした白い布衣であったが今は赤い衣を頭か
ら背中に羽織り、道ゆく人や車の安全を見守り、被災地復興の槌音
を聞きながら佇んでいるようである。季節の折りには黄、赤の布、
または笈摺（お遍路さんが着る白衣）様に立派な衣を着せ替えて下
さる人達がおり、本当に心温まる思いに地蔵さまも深く感謝してい
るかと思われる。しかし、この温かい思いとは裏腹に一且身を切ら
れるような辛苦の苦難に苛まれ神仏に縋りつきたいよううな切実な
願望があったときは、何をおいても神頼みの神仏祈願をするのが常
であると思う。このような場合は、私達の身近にいて、柔和な慈顔

で見守っておかれる地蔵さまに
切ない深刻な願いとして無理強
し、一種の脅迫めいた祈願をす
ることもあり、ときには荒縄や
藤蔓等で、グルグル捲きにして、
願いを叶えてくれたら、解いて
やりますよと強硬手段の願いを
掛ける方もおり、地蔵さまも仲
々大変なこともあるようである。
かつて、船河原の雷神様にも、
この様な地蔵さまがあって「縛
られ地蔵」と言われたことがあ
った。(聖))

船河原新県道３８号路傍に移動された

＝平成２８年１月＝

船 河 原 の 六 地 蔵 、
旧 船 河 原 道 山 際 に あ っ た

＝ 平 成 ７ 年 頃 ＝
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文
部
省
・
復
興
庁
の
「
学
び
を
通

じ
た
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
再
生
支
援
事
業
」
は
終
了
し
ま

し
た
が
、
霞
が
関
ナ
レ
ッ
ジ
ス
ク

エ
ア
で
は
平
成

年
度
も
前
年
同

28

様
『
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
よ
ろ
ず
相
談
』
と
『
学
び
と
交

流
の
活
動
』
を
下
記
の
日
程
で
継

続
し
ま
す
。
毎
回
、
８
名
程
度
の

活
動
ス
タ
ッ
フ
が
都
会
か
ら
訪
問

し
ま
す
が
、
末
崎
町
並
び
に
近
隣

在
住
の
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

末

崎

地

区

公

民

館

新

体

制

で

始

動

ス
タ
ッ
フ
へ
参
加
希
望
の
方
も
歓

迎
し
ま
す
。
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回
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＊
５
月
活
動
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
近
々
「
デ
ジ
タ
ル
公
民
館

ま
っ
さ
き
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
案
内
し
ま

す
。

◇
ネ
ッ
ト
で
学
習
し
ま
し
ょ
う

年
度
の
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー

27ネ
ッ
ト
よ
ろ
ず
相
談
活
動
か
ら
生

ま
れ
た
「
初
心
者
向
け
！
”
し
ご

と
“
が
は
か
ど
る

Excel (

エ
ク
セ

ル
）
活
用
術
」
が
「
デ
ジ
タ
ル
公

民
館
ま
っ
さ
き
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ト

ラ
イ
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
す
ご
い
ぞExcel

(

７
分

秒)
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２
．
名
簿
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

(

分

秒)
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48

３
．
名
簿
を
編
集
し
て
み
よ
う

(

９
分

秒)

55

４
．
見
積
書
を
作
成
し
て
み
よ
う

(

分

秒)
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５
．
グ
ラ
フ
を
作
成
し
て
み
よ
う

(

９
分

秒)
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こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
主
事

と
し
て
ご
勤
務
ご
活
躍
頂
き
ま

し
た
岩
脇
晶
氏
が
こ
の
３
月
末

を
も
っ
て
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
の
主
事
は
菅
野
一
氏
（
山

根)

書
記
は
上
野
新
悦
氏(

細

浦)

に
お
願
い
し
、
末
崎
地
区

公
民
館
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

末
崎
地
区
公
民
館
の
新
体
制

は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

館
長

新
沼
眞
作

(

ま
ち
づ
く
り
推
進
員)

主
事

菅
野
一

(

ま
ち
づ
く
り
協
力
員)

書
記

村
上
喜
一
郎

(

ま
ち
づ
く
り
協
力
員)

書
記

上
野
新
悦

(

ま
ち
づ
く
り
協
力
員)

ま
た
、
右
記
の
通
り
、
震
災

復
興
を
よ
り
早
く
進
め
る
為
、

市
当
局
よ
り
、
館
長
は
ま
ち
づ

く
り
推
進
員
、
主
事
お
よ
び
書

記
は
ま
ち
づ
く
り
協
力
員
の
委

嘱
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ご
支

援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
度
を
も
っ
て
ご
勇
退
さ
れ

ま
し
た
末
崎
地
区
公
民
館
関
係

役
員
７
人
に
対
し
、
４
月

日

11

末
崎
地
区
公
民
館
か
ら
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

皆
様
、
地
域
の
融
和
と
発
展
に

大
変
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

受
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者
（
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称
省
略
）

船
河
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公
民
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長

松
岡
康
之

細
浦
公
民
館
長

滝
田
松
男

中
野
公
民
館
長

平
野
晋
一

中
井
公
民
館
長

鎌
田
秀
雄

碁
石
公
民
館
長

大
和
田
初
男

三
十
刈
公
民
館
長

鎌
田
港
三
郎

山
根
公
民
館
長

大
和
田
拓
美

★
感
謝
状
授
与

末
崎
地
区
公
民
館
は
、
社
会
福

祉
の
増
進
と
生
涯
学
習
・
社
会

教
育
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に

町
民
の
親
睦
と
融
和
を
は
か
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
健
康

で
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で

き
る
町
づ
く
り
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
末
崎
町
も
大
震

災
か
ら
の
復
興
途
中
に
あ
り
、

末
崎
町
復
興
推
進
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
す
み
や
か
な
復

興
に
む
け
て
力
を
注
い
で
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

そ
し
て
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
崎
町
の
現
在
の
課
題
の
一

つ
は
、
平
成

年
度
完
成
予
定
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の
船
河
原
か
ら
平
ま
で
の
新
県

道
大
船
渡
広
田
陸
前
高
田
線
と

末
崎
小
学
校
か
ら
碁
石
ま
で
の

県
道
碁
石
線
の
２
つ
の
県
道
を

結
ぶ
「
平
の
げ
ん
こ
つ
野
の
と

こ
ろ
か
ら
末
崎
小
学
校
ま
で
の

区
間
」
（
県
道
・
市
道)

が
道
路

整
備
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
町
と
し
て
市
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
碁
石
海
岸

が
如
何
に
す
ば
ら
し
い
景
勝
の

地
で
も
、
観
光
バ
ス
が
入
れ
な

け
れ
ば
観
光
客
が
や
っ
て
き
ま

せ
ん
。
地
域
経
済
に
も
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
道
路
整
備
が
急

務
で
す
。

去
る
３
月

日
に
は
、
県
沿

15

岸
広
域
振
興
局
土
木
部
大
船
渡

土
木
セ
ン
タ
ー(

復
興
ま
ち
づ

く
り
課
長
、
道
路
整
備
課
長
、

河
川
港
湾
課
総
括
主
任
主
査)

市(

都
市
整
備
部
長
、
建
設
課

長)

、
町(

振
興
会
長
、
地
区
館

長
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
、
平

公
民
館
長)

と
、
こ
の
道
路
の

整
備
を
中
心
に
懇
談
会
を
も
ち

、
県
・
市
に
と
っ
て
も
最
大
の

観
光
地
で
あ
る
の
で
特
段
の
配

慮
を
お
願
い
し
た
い
と
強
く
要

望
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

二
つ
目
は
、
碁
石
地
区
と
細

浦
地
区
、
そ
れ
に
小
河
原
地
区

の
被
災
跡
地
の
利
活
用
で
す
。

碁
石
・
細
浦
地
区
に
つ
い
て
は
、

方
針
は
固
ま
っ
て
い
る
も
の
の

具
体
的
な
形
で
の
最
終
決
定
は

な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

小
河
原
地
区
に
あ
っ
て
は
、
４

月

日
に
住
民
説
明
会
、
５
月

26
下
旬
に
は
地
区
懇
談
会
を
開
催

す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す

。
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も

可
能
な
限
り
、
は
や
く
最
終
決

定
が
な
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。
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日
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時

間

時
～

時
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16

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

※
裁
縫
道
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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負 け な い ！
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